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データセクション株式会社 橋本大也 



講師プロフィール 
橋本大也 

• データセクション（株） 取締役会長 
– ブログやツイッターのクチコミ分析会社です 

–   

• （株）早稲田情報技術研究所 取締役 

• （株）メタキャスト 取締役 

• （株）日本技芸 取締役 

• デジタルハリウッド大学 教授 
– 授業「リサーチ＆プランニング」 

• 多摩大学 大学院 経営情報学科 客員教授 



ブログについて 

• 情報考学 

 Passion For The Future 
– http://www.ringolab.com/

note/daiya/ 

– 2003年9月に開始 

– 書評、ソフトウェア評、IT業
界論など2600本。 

– 書評は1600冊超 

– NHK「クローズアップ現代」、
新聞、雑誌、ラジオで紹介
されアクセス増える 

 

 

http://www.ringolab.com/note/daiya/
http://www.ringolab.com/note/daiya/










『情報力』  

• 2009年1月9日発売 

• 翔泳社 980円 

 

• 「膨大な情報や頭のもやも
やをスッキリさせる」 

• これまでになかった「情報」
を「知恵」にする技術 

 

• アタマとデジタルツールをフ
ル活用して“ハイパー個人” 

 



最近の本 

  



本日の内容 

 

第１部 １月のオススメ書籍（過去７年分） 

 

第２部 今月のテーマ本 

     昨年の極上小説 5冊 

 

第３部 デジタル読書向上委員会 

     テーマ ネットで本を探す ３つのコツ ＃２ 



第１部 １月のおすすめ書籍 

• ２００４年から２０１１年までの１月に読んだ書
籍を振り返りながら、ブックナビします。 



2004年1月 

 



快楽の脳科学 
「いい気持ち」はどこから生まれるか 

 サルを椅子に座らせ、2頭並べて実験をする。

どちらの目の前にもスイッチがあるが、一頭の
前のスイッチは機能しないダミーである。とき
どき不快な電気刺激がやってきて、本物のス
イッチを押した方は、それを回避できる。ダ
ミースイッチの前のサルは何をしてもだめであ
る。 
 
つまり、ここには二種類のサルがいる。 
 
１ 嫌な刺激を自分の力で回避できるサル 
２ 嫌な刺激を他人任せにするしかないサル 
 

会社で例えると、前者は言わば「管理職」のサ
ル。後者は「平社員」のサルとみなすことがで
きる。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2004/01/post-53.html


どちらがストレスを強く感じたかを計測すると、「管理
職」の方が強くストレスを感じるという。サルの管理職
は完璧な仕事をするストレスにやられてしまうのだ。 
 

逆に、完璧な仕事をする知能のないラットで同じ実験
をすると、「平社員」にストレスがかかるという。 
 

有能な管理職はストレスが高い。無能な管理職の下
の平社員はストレスが高い。世の中の構図そのもの。 
 
 



2005年1月 

  



喪失と獲得 
進化心理学から見た心と体 

 • 意識が生まれた起源 

• 自閉症のこどもが描く絵
と古代の壁画の共通点 

• 超美人と大天才の数が
尐ない理由 

• なぜ自然治癒能力は病
気になったら毎回すぐに
発動しないのか？ 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2005/01/post-193.html


時間の分子生物学 
時計と睡眠の遺伝子 

 朝6時に起きろといわれた集団では6時に、8
時と言われた集団でも8時に、だいたい多くの

被験者は起きることができている。そしてこの
とき被験者の身体では、起床1時間前からコ

ルチゾールというホルモンの量が増加してい
た。これは起きる準備が1時間前から始まって
いた事実を示す。 
 
正確な起床時間は生物時計が10分から15分

程度の時間経過を、睡眠中も感じることがで
きるという証明になる。目覚ましが鳴る直前に
目が覚めるという人の場合には、分単位で時
間を感じている可能性もあるそうだ。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2005/01/post-188.html


封印作品の謎 

 
・ウルトラセブン 第12話 「遊星より愛をこめて」 
・怪奇大作戦 第24話 「狂鬼人間」 
・映画「ノストラダムスの大予言」 
・ブラックジャック 第41話「植物人間」、第58話
「快楽の座」 
・埼玉県監修のO157予防ゲーム 

国が発禁処分にしたわけではなくて、その他
の何らかの理由で自主的に封印されている。
記事を書いただけでライターとして業界出入り
禁止をくらう特撮作品。大作として一般公開さ
れながら二度と公開されない映画。自治体が
公開直前に差し止めたゲーム。各業界はこれ
らの作品をどうしても隠したい、なかったことに
したい理由がある。 

原爆や精神病や差別問題、18禁テーマ 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2005/01/oiiia.html
http://zoome.jp/edymax/diary/244


ウルトラセブン 
第12話 「遊星より愛をこめて」 

 

1970年10月の再放送時に発行され

た、小学館の『小学二年生』の付録に
あった怪獣カードに、スペル星人の
説明として「ひばくせいじん」という記
述があった。このカードを見た女子中
学生が、東京都原爆被害者団体協
議会の専門委員であった父親に相談
し、父親は『小学二年生』編集部に抗
議文を送った（Wikipediaより） 

スペリウム爆弾の実験失敗により、放射
能によって汚染されたスペル星の宇宙人。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1970%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1970%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/10%E6%9C%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/10%E6%9C%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E9%A4%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E9%A4%A8%E3%81%AE%E5%AD%A6%E7%BF%92%E9%9B%91%E8%AA%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%8E%9F%E6%B0%B4%E7%88%86%E8%A2%AB%E5%AE%B3%E8%80%85%E5%9B%A3%E4%BD%93%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%8E%9F%E6%B0%B4%E7%88%86%E8%A2%AB%E5%AE%B3%E8%80%85%E5%9B%A3%E4%BD%93%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A


万物理論 

 すべての自然法則を包み込む単
一の理論、“万物理論”が完成さ
れようとしていた。ただし学説は３
種類。３人の物理学者がそれぞれ
の“万物理論”を学会で発表する
のだ。正しい理論はそのうちひと
つだけ。映像ジャーナリストの主
人公は３人のうち最も若い２０代の
女性学者を中心に番組を製作す
るが…学会周辺にはカルト集団が

出没し、さらに世界には謎の疫病
が。究極のハードＳＦ。  
 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2005/01/sf.html


2006年1月 

  



ベルカ、吠えないのか? 

 1943年、第二次世界大戦下のア

リューシャン列島。撤退する日本
軍によって、4頭の軍用犬が置き

去りにされた。数奇な運命によっ
て海を渡り、世界へ散らばる血統
は、人間の歴史に翻弄されながら、
人間の歴史を逆に翻弄することに
もなる。偉大なイヌの歴史を縦糸
に、人間の歴史を横糸に、半世紀
に渡る壮大な現代史のタペストリ
がそこに浮かび上がる。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2006/01/post-341.html


フェルマーの最終定理 
ピュタゴラスに始まり、ワイルズが証明するまで 

 フェルマーの定理 
「3以上の自然数nに対して 
 

Xn + Yn = Zn 
 
を満たすような自然数、X、Y、
Zはない」 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2006/01/post-340.html


日本奥地紀行 

 今から約130年前。明治11年6月
から9月の3ヶ月間東京から北海

道までを、一人の英国人女性がお
供の”伊藤”を連れて旅をした記録
である。著者が妹に送った44通の

手紙をもとにして書かれている。
世界中を旅行し紀行本を何冊も著
した彼女は、人類学者のように細
やかで冷静な観察眼と小説家並
みの文章能力を持っている。この
本は、当時の日本の貴重なスナッ
プショットになっている。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2006/01/post-336.html


 

著者の日本の印象をまとめてみると、 

 

・外国の女性が旅行しても安全な国 

・こどもをやたらと可愛がる国 

・農村の生活は貧しいが自由な国 

・悪臭、蚤や蚊に悩まされる国 

・プライバシーがない国 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2010/02/post-1155.html


ヴォイニッチ写本の謎 

 中世に書かれたとされるヴォイ
ニッチ写本は、考古学上のミステ
リとして有名である。まったく解読
できない文字群と地球上に存在し
ない植物の図説、妊娠していると
思しき妖精たちが不思議な配管を
流れる液体に浸かって踊っている
挿画。写本が作られた時代には、
知られていなかったはずの、銀河
の形状を描いた図までも収録され
ている。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2006/01/fhfcfjfbfzea.html


  



  



  



2007年1月 

  



キリンヤガ 

 

22世紀、アフリカのキクユ族の末裔たちは、民

族の伝統的価値観を追い求め、ユートピアを
築くために地球を離れ、惑星改造技術で作ら
れた新天地キリンヤガへと移住した。人々は
現代のあらゆる知識や技術を捨て、厳しい自
然の中で、古の掟を守って暮らす。 
 

伝統と革新、個人と社会、人間と技術といった
大きなテーマについて、小さなキリンヤガ社会
で次々に発生する事件は、読者に問いかける。
人類の進歩とは何か。それは本当にいいこと
なのか？。 
 

伝統的価値観の中には残すべき良いものが
含まれているはずだと漠然と感じるが、それ
が現代人にとってどのような価値を持つのか、
すばりと言い当てるのは難しい。族長コリバは
次第に現代文明に”汚染”されていく同胞の姿
に愕然としながら、その難しい説得を続ける。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/archives/004837.html


真鶴 

 
「歩いていると、ついてくるものがあった。 

まだ遠いので、女なのか、男なのか、わからな
い。どちらでもいい。かまわず歩きつづけた。」 

読点で短文を区切り、会話も内面も続けてこと
ばを置いていく実験的な文体は、主人公と本
当はそこにいないものの間を地続きにする。
ひら仮名の短いことばは、この世にやってきた
ばかりの、子供のことばであり、常世のことば
に近い。 

「真鶴、はじめて。百が笑う。わたしも、こない
だが、はじめて。一緒に笑う。岬の突端で突然
空が広くなり、遥か下に海をのぞんだおりの、
頬を耳を風がなぶったときの感触をいちじに
思い出した。」 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2007/01/post-512.html


「真鶴、はじめて。百が笑う。わたしも、こな
いだが、はじめて。一緒に笑う。岬の突端
で突然空が広くなり、遥か下に海をのぞん
だおりの、頬を耳を風がなぶったときの感
触をいちじに思い出した。」 



日本という方法 
おもかげ・うつろいの文化 

 日本の社会文化的特徴を「おもかげ」「うつろ
い」という言葉に託している。おもかげのおも
は、主・面・母と重なり、「おもしろい」「おもむ
き」「おもう」などにもつながる。うつろいは移
行・変化・変転・転移を意味するが、うつは空、
虚、洞とも通じる広がりを持っている。 
 

外からやってくるものを巧妙に内なる文化に
取り込む。それが日本文化の方法だったので
ある。移ろう影として実体がなかったものも、
その面を映し出すことで、現（うつつ）として成
る。 
 

そんな風にしながら日本的な文化は柔軟に形
成されてきた。古事記や万葉集の古代から近
代までの日本の歴史を振り返りながら、日本
的編集の巧妙さがよくわかる本である。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2007/01/post-508.html


2008年1月 

  



写真批評 

 
土門拳が1950年から1963年（昭和25年から38

年）にかけて、カメラ雑誌の月例審査員として
書いた数百本の講評をまとめた本。毎月、編
集部に送られてくる大量の写真から、掲載す
る写真を選び、順位をつけ、個々に批評を書
いた。 
 

常に「私だったらこう撮る」という明解な自論を
確立した上で、いったん投稿者の目線まで降
りていって、真摯な意見をぶつけている。内容
は褒めることは稀で、表現手法を否定する厳
しいものが多い。つまり、”降りていって殴る”
批評だ。 
 

技術自慢の上位入賞の常連に対しては「大し
ておもしろくないものを、技術だけでものにす
るという、腕だけで見せているといえなくもな
い」 
 
迫力の、本物の、批評 
 
 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2008/01/post-697.html


マインド・タイム 脳と意識の時間 

 

「自由で自発的なプロセスの起動要因は脳内
で無意識に始まっており、「今、動こう」という
願望や意図の意識的なアウェアネスよりもお
よそ400ミリ秒かそれ以上先行していることを
私たちは発見し、明らかにしました。」 
 

何かを意識にのぼらせるには、脳の電気的な
準備プロセスが必要で、それに必要な0.5秒だ
け意識は遅延する。0.5秒というのはかなり長

い時間なので、「人それぞれの性格や経験が、
それぞれの事象の意識的な内容を変えてしま
う可能性」もあるのだという。認識の個人差、
感受性の違いの根本原因は、この意識の遅
延にこそあるのかもしれない。 
 
 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2008/01/post-689.html


綺想迷画大全 

 
これは傑作。美術館めぐり１０館分
くらいの価値があった。 
 

古今東西の絵の中から「ヴィジュ
アル的に面白いもの」を選りすぐっ
てカラーで収録し、その時代背景
や技法を解説する。美術的な価値
や知名度だけで選ばず、視覚的な
面白さに徹底的にこだわって、知
る人ぞ知る名画迷画を多く発掘し
ている。印刷も高精細で大きく美し
い。ページをめくるたびに目が釘
付けになった。見る快楽がたっぷ
り味わえる。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2008/01/ayzaes.html


  



2009年1月 

  



自省録 

 

ローマの哲人皇帝マルクス・アウレリウス・ア
ントニヌス（121-180）が残した内省の記録。彼

は多忙な君主としての公務の合間に、心に浮
かんだ感慨、思想、自戒の言葉をノートに書き
綴る習慣があった。ストア哲学に傾倒したマル
クスの言葉は、どれも真摯な真理の探究であ
り胸に響くものが多い。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2009/01/post-916.html


「あたかも一万年も生きるかのように行動するな。
不可避のものが君の上にかかっている。生きて
いるうちに、許されている間に、善き人たれ。」 

「すべてかりそめにすぎない。おぼえる者
もおぼえられる者も。」 

「突然ひとに「今君はなにを考えて
いるのか」と尋ねられても、即座に
正直にこれこれと答えることができ
るような、そんなことのみ考えるよ
う自分を習慣づけなくてはならな
い。」 



「君の頭の鋭さは人が感心しうるほどのものではない。
よろしい。しかし「私は生まれつきそんな才能を持ち合わ
せていない」と君がいうわけにはいかないものがほかに
沢山ある。 
 

それを発揮せよ、なぜならそれはみな君次第なのだから、
たとえば誠実、謹厳、忍苦、享楽的でないこと、運命に
対して呟かぬこと、寡欲、親切、自由、単純、真面目、高
邁な精神、今すでに君がどれだけ沢山の徳を発揮しうる
かを自覚しないのか。 
 

こういう徳に関しては生まれつきそういう能力を持ってい
ないとか、適していないとかいい逃れをするわけにはい
かないのだ。それなのに君はなお自ら甘んじて低いとこ
ろに留まっているのか。」 



読書について 

• 「1日を多読に費やす勤

勉な人間はしだいに自
分でものを考える力を
失っていく。」 

• 「ほとんどの思想は、思
索の結果、その思想に
たどりついた人にとって
のみ価値を持つ。」 

 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4003363221/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


聖家族 

 
抑圧と抵抗の東北の歴史の中で、不思議な魂
の交信能力を脈々と受け継いできた青森の名
家 狗塚家の700年間にも及ぶ年代記。 
 

現代の狗塚家に生まれた三兄弟、牛一郎、羊
二郎、カナリア。牛一郎は行方不明。死刑囚と
して牢屋にいる羊二郎と、先祖や胎児と話す
能力を持つカナリアの二人を中心に物語が語
られる、超越的な語り手によって。 
 

異なる時代を生きた数十人の登場人物のそ
れぞれの生き様が、異世界の超越ネットワー
クを通じて呼応して、大きなうねりを未来につく
りだしていくという、作者の壮大な歴史のビジョ
ンに圧倒される。私はこれを読みながら本当
に熱を出してしまった。 
 
 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2009/01/post-905.html


2010年1月 

  



13日間で「名文」を書けるようになる方法 

 

高橋源一郎の明治大学大学院に
おける「言語表現法」講義の書籍
化。全13回の授業が学生とのやり

とりを含めて収録されている。とて
つもない名講義。言葉で語らず、
インタラクションで考えさせるという
高度な教授法を、毎回繰り出す。 

hhttp://www.ringolab.com/note/daiya/2010/01/13-1.html


脱オタクファッションガイド 改 

 これはオタクに向けて、脱オタ（モテ化）す
るためのファッションガイド。"改"がつくぐ

らいのベストセラー最新バージョン。オタ
ク男子が幼馴染の女の子のアドバイスで
洗練されたファッションを身につけていく
成長物語。マンガとキーワード解説で構
成されている。 

バンダナ、ウエストポーチ、ハイテク
シューズ、リュックサック、ツータックチノ
パン、大量ポケット付きベスト、指貫グ
ローブ、十字架アイテムなど、まずこれを
外せばオタク臭さが抜けるというバッドア
イテムと、とりあえずこれを選んでおけば
大丈夫という無難なアイテムが紹介され
ている。小物や身だしなみ、日常の動作
や行動パターンに対する指導もある。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2010/01/post-1148.html


夜中に犬に起こった奇妙な事件 

 世界で１０００万部を突破したベストセラー。 

自閉症の秀才の視点で書かれたという設定
のミステリ風小説。主人公のクリストファーは
養護学校に通う自閉症児。他者の感情を読み
取ることができず、対人プレッシャーがかかる
とすぐパニックを起こしてしまう。その一方で数
学の能力は飛びぬけていて、もうすぐ大学レ
ベルの上級試験を受けようとしている。 
 

ある日、隣の家の犬が何者かによって殺され
るという事件が起きる。クリストファーはその第
一発見者になるが、説明が誤解されて犯人扱
いされてしまう。調べに来た警官を殴って警察
へ連行されてしまう。 
 
 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2010/01/post-1145.html
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望みは何と訊かれたら 

 • タイトル『望みは何と訊かれ
たら』は、ナチスの暴力に
飼いならされた女の愛を描
いた映画『愛の嵐』（１９７３
年 イタリア）でマレーネ・
ディートリッヒが歌う主題歌
に由来する。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/01/post-1372.html
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://blog-imgs-27.fc2.com/h/i/d/hideyosi719/6a00d10a7835888bfa00f48cebb9550003-500pi.jpg&imgrefurl=http://hideyosi719.blog84.fc2.com/blog-entry-4.html&usg=__ej2nefsRnwXl4Dq8LCE4MBy9Rsg=&h=500&w=354&sz=48&hl=ja&start=1&sig2=wrGglAfAzXfNFLFt1jEgFw&zoom=1&um=1&itbs=1&tbnid=NYOml5269ov5JM:&tbnh=130&tbnw=92&prev=/images%3Fq%3D%25E6%2584%259B%25E3%2581%25AE%25E5%25B5%2590%26um%3D1%26hl%3Dja%26sa%3DN%26rlz%3D1I7ADBF_ja%26tbs%3Disch:1&ei=Thk9TaiuOIHWvQOI972vCg


どんなかんじかなあ 

 目が見えないってどんなかんじかなあ 
耳が聞こえないってどんなかんじかなあ 
 
主人公の尐年ひろくんは、障害があるって、 
どんなかんじかなあと疑問に思った。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/01/post-1364.html


第２部 今月のテーマ本 
昨年の極上小説 5冊 

絶対に面白い5冊を選びました 



千年樹 

 
関東地方の山地にある樹齢千年のくすのきの
巨樹。 

 

1000年の間に巨樹の下で繰り広げられた人
間たちの短い生のドラマを8つの連作短編で
語る。時代も立場もまったく異なる登場人物た
ち数十人がいる。山に逃げた武士、自殺を考
える中学生、女をさらった山賊、ドライブ中の
家族、愛人と待ち合わせた娼妓...。 



光媒の花  

 

ある街を舞台に、表向きは普通に見えながら、
心に深い闇を抱えて生きる人たちの連作群像
劇。６つの物語の主役たちは年齢性別や職業
はさまざまで、同じ街に住んでいるという点を
のぞいて深いつながりはない。前の作品の脇
役、端役だった人間が続く作品では主役にな
る。次は誰の視点に飛ぶのかなあと想像しな
がら読むのが楽しい。 



月桃夜 

 

海で生死の境を漂う女の前に、二百年前に生
きた男の化身である大鷲が舞い降りる。現実
世界の「海のはなし」と異世界「島のはなし」が
交互に出てくる構成が巧妙な、境界線上の
ファンタジー。とても悲しくて、とても美しい物
語。 



横道世之介 

 
横道世之介はこれといった取り柄のない普通
の大学生（おそらく法政大学）。長崎から上京
して一人暮らしを始めた1年生の12カ月が毎
月１章で語られ、計12章でこの小説は構成さ
れています。 

一人暮らし（東久留米）、アルバイト（高級ホテ
ル）、サークル活動（サンバ愛好会）、夏休み、
旅行、学園祭、自動車教習所...。友情と恋愛
もいくつも経験します。 



天地明察 

 

江戸時代。日本初の暦をつくることに情熱を
燃やした初代幕府天文方で囲碁棋士 渋川
春海の生涯を描いた大傑作。 



第３部 デジタル読書向上委員会 
テーマ：ネットで本を探す ３つのコツ ＃３ 

 

 



発売日ナビ 
http://softyasu.net/buyznavi.html 
 

http://softyasu.net/buyznavi.html
http://softyasu.net/buyznavi.html


続きが読みたい 
http://tuduki.info/ 

  

http://tuduki.info/


カーリルで図書館蔵書検索 
http://calil.jp/ 

http://calil.jp/


メール 

• Daiya@datasection.co.jp 
•ぜひひとこと感想を。 
•折り返しPDFで資料を送りま
す。 

•次回は２月２４日 
•１９：００－です。 

mailto:Daiya@datasection.co.jp

